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東京都 | 木造一戸建て（建築家と建てる家）  | I 邸（ご夫婦＋お子様2人）

優しい光と緑に溢れる「かどにわハウス」
特集　その後どのように暮らしていますか？
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ストーリー

　満開の桜に賑わう公園を抜けて、小さな畑や直売所がある

のどかな住宅地へ。可愛らしいテラコッタ色の屋根を目指して

歩いて行くと少しずつ見えてくる、“かどにわ”の木々たち。芽吹

き始めた色とりどりの草木や板張りの明るい壁が春の陽を受

けて、まるでこの一角だけふわっと浮かび上がっているような、

そんな軽やかな印象を受けました。

　この素敵な住まいに暮らすのは、４人家族のI様。２人目の

お子様が生まれるタイミングでのびのびと子育てがで

きる住まいを、と考え家づくりを始めました。「もともと

戸建を建てたい派で。地域の建築家を探す中で、しま

だ設計室の島田さんを知りました。HPの『大事にして

いること』に共感して、ぜひ頼みたいなと」と奥様。島田

さんに依頼する前提で、土地探しやライフプランを島

田さんと相羽建設に相談しながら進めていきました。

　この土地を選んだ決め手は、大きな公園が近か

ったこと。「“大きな芝生の庭”への憧れもあったけれ

ど、そのスペースを確保するのはなかなか難しい。

でもこの距離なら、“公園が大きな庭”のようです。

“かどにわ”もあるので、庭が２つありますね」と

笑うご主人。こだわりが詰まった住まいの住み心地

や現在の暮らしぶりを伺いました。
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庭を中心に広がる
家族のスペース

 落ち着いた雰囲気の玄関からリビングへの扉を開けた瞬間、真上

の吹き抜けからの光と“かどにわ”の緑に目を奪われます。

　「季節を感じられる住まい」というご夫婦の希望を受けて島田さ

んが考えたのが“かどにわ”を包むようにリビングダイニングを配置

したプラン。「庭に面した大きな窓の前にニーチェアを持ってきて、

ゆっくり刺繍をする時間が好きです」と奥様。優しい日差しと庭の緑

が穏やかな時間を生み出してくれます。

　そしてもう一つの希望が「カウンターキッチン」。共働きで忙しい

ため、家事をしながらお子様の様子を見守れるようにという要望か

らでした。目線を合わせるためにキッチンに合わせて机を高くする

のではなく、キッチンを掘り下げることで、お子様も座りやすく、距離

も近くに。「キッチンが下がることで、視線の抜けができ、空間が広く

見えるんです」と島田さん。島田さんデザインのダイニングテーブル

は縦に二つにわかれ、横につなげればカウンターにもなる仕様。

気分や用途に合わせてレイアウトを変え楽しんでいらっしゃいます。
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リビング奥の落ち着いた空間にはご主人希望のペレットストーブも。

1.光が溢れる明るいリビング。2.お子様と目線が
あい、会話も弾みます。3.ゆったりとした背面カウ
ンター。4.玄関横の小窓で外の気配が伺えます。
5.あえてソファーは置かず、窓を大きく。縁側のよ
うな窓枠に腰かけるのがお気に入りです。
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住まいのみどころ

外に開かれた
”かどにわ”

　当初は板塀で庭を囲う予定でしたが、植栽で緩やかに囲まれた雰囲気

が気持ちよく、思い切って無くしました。「休日午前は子どもとデッキで遊ぶ

のが日課になってますね。庭にいると近所の人が声をかけてくれて、それ

も楽しくて」と話すご夫妻の笑顔から、充実した毎日が伺えました。

1.ウッドデッキは第二のリビングのよう。2.塀がな
いことでとても開放的な景色に。3.印象的な”か
どにわ”の風景。「庭の塀がない家は珍しいので、
通る人がびっくりして振り返られますね」と奥様。
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設計：しまだ設計室（島田貴史） http://kazunoki.com/　施工：相羽建設　
撮影取材・編集：島田（しまだ設計室）・新・伊藤・猪股（相羽建設）
ainohaバックナンバー　http://aibaeco.co.jp/100story/life/

　「以前の住まいでは周囲への配慮から思い切り遊ぶことが難しかったのですが、この家で子どもがのび

のび遊んでいる姿をみて、家づくりをして本当によかったなと思ってます」と奥様。外出自粛期間中もお家

あそびを十分に楽しめたとのこと。またご主人は「今後は音響などにもこだわりたいですね」とのこと。ま

すますお家の時間が充実しそうですね！ご協力ありがとうございました！（記：猪股）

取材後記

落ち着いた雰囲気の
個々の居場所

　子ども部屋やキッチン横のスタディスペースなど、個々の居場所は

明るく開放的なリビングと対照的に、少しこもって落ち着いた雰囲気。

入居直後からコロナ禍によって自宅でのテレワークが多くなり、思い

がけずスタディースペースが活躍しているとのことです。
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1.横並びで使用しても十分な広さのスタディ
スペース。2.R天井が印象的な子ども部屋。今
後お子様の成長に合わせて間仕切り予定で
す。3.4.吹き抜けに面した来客用の和室。

しまだ設計室 100life 島田さんも取材に参加いただきました！
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